
 

 

平成２３年度津軽広域水道企業団水道事業報告 

【津軽事業部 水道用水供給事業】 

■概況 

（1）用水供給の状況 

平成 23 年度の用水供給状況は、予算で定めた年間用水供給量 21,812,000 ㎥（1日平均用水供

給量 59,596 ㎥）に対し、22,147,764 ㎥（1日平均用水供給量 60,513 ㎥）で、差引 335,764 ㎥（1

日平均用水供給量 917 ㎥）の増となり、実績率では 101.54％と推移しております。 

（2）経営収支の状況 

収益的収支では、収入総額 2,022,959,034 円（消費税及び地方消費税込み額 2,123,221,272

円）に対し、支出総額 1,512,208,597 円（消費税及び地方消費税込み額 1,597,601,682 円）とな

り、収支差引で 510,750,437 円の当年度純利益が発生しました。これにより、当年度未処分利益

剰余金は 510,750,437 円となりました。 

（3）資本的収支の状況 

資本的収支では、収入総額 516,000,000 円に対し、支出総額 1,879,033,524 円（うち、仮払

消費税及び地方消費税額 14,754,378 円）となり、資本的収入額（前年度繰越工事資金充当額

10,000,000 円を含む。）が資本的支出額に不足する額 1,353,033,524 円は、当年度分消費税及

び地方消費税資本的収支調整額 14,754,378 円、減債積立金 440,741,404 円及び過年度分損益勘

定留保資金 897,537,742 円で補てんしております。 

 

1.収益的収入及び支出 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．資本的収入及び支出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  用水供給事業収益決算額 2,123,221,272 円 

 営業収益 2,090,580,749 円 

 営業外収益 32,640,523 円 

  用水供給事業費用決算額 1,597,601,682 円 

        営業費用  1,338,174,398 円 

        営業外費用  259,427,284 円 

  資本的収入決算額 516,000,000 円 

 企業債 516,000,000 円 

  資本的支出決算額 1,879,033,524 円 

 建設改良費 325,707,788 円 

 投資有価証券 198,813,000 円 

 企業債償還金 1,354,512,736 円 

平成 23 年度決算 



【西北事業部 水道事業】 

■概況 

（1）給水の状況 

 平成 23年度末における給水戸数は 13,729 戸、給水人口は 34,028 人で、給水区域内における

普及率は 87.50％(前年度 86.43％)となっております。 

 年間総配水量は、3,604,190 ㎥(前年度比 2.37％増)を配水しました。 

 これに対する有収水量は 2,987,509 ㎥(前年度比 0.86％減)となっており、有収率は 82.89％

(前年度比 2.69 ポイント減)となっております。 

 

（2）建設事業の状況 

 ・水道施設建設事業 

  将来にわたる水道水の安定給水を確保するため、事業費 1,178,260,547 円をもって木造地 

 区に 1,556.0ｍ、車力地区に 6,814.7ｍ、鶴田地区に 545.0ｍ、板柳地区に 2,825.4ｍ、浪岡

地区に 212.4ｍの送水管を、柏地区に 476.4ｍの配水管を布設しました。 

 ・水道施設改良事業 

  水道の普及を図るとともに、水圧不足の解消を図るため、事業費 85,623,300 円をもって、 

木造地区の 829.4ｍ、森田地区の 464.0ｍ、市浦地区 476.4ｍの配水管を布設替したほか、富

萢浄水場の薬品注入設備更新工事等を行いました。 

 

（3）経営収支の状況 

 決算における収益的収支では、収入総額 877,954,020 円(消費税及び地方消費税込額 

919,463,522 円)に対し、支出総額 796,680,982 円(消費税及び地方消費税込額 813,700,434 円)

となり、収支差引で 81,273,038 円の当年度純利益が生じました。 

これにより、当年度未処分利益剰余金は 81,273,038 円となりました。 

 また、資本的収支では収入総額 1,211,815,025 円(前年度からの繰越工事資金 87,983,072 円

を加える)に対し、支出総額 1,460,027,621 円(うち、仮払消費税及び地方消費税 58,079,333

円)で、資本的収入額が資本的支出額に不足する額 248,212,596 円は、当年度分消費税及び地方

消費税資本的収支調整額 23,392,004 円、減債積立金 90,171,835 円、過年度分損益勘定留保資

金 134,648,757 円で補てんしております。 

 

1.収益的収入及び支出 

 

 
  水道事業収益決算額 919,463,522 円 

 営業収益 889,377,829 円 

 営業外収益    30,085,693 円 

  水道事業費用決算額 813,700,434 円 

 営業費用 690,884,007 円 

 営業外費用 122,816,427 円 

 予備費 0 円 



2．資本的収入及び支出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資本的収入額(前年度からの繰越工事資金 87,983,072 円を加える)が資本的支出額に不足する額 

248,212,596 円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 23,392,004 円、減債積立金 

90,171,835 円及び過年度分損益勘定留保資金 134,648,757 円で補てんした。 

 

  資本的収入決算額 1,123,831,953 円 

 企業債 346,800,000 円 

 国庫補助金 366,083,000 円 

 出資金 403,110,493 円 

 工事負担金 7,838,460 円 

  資本的支出決算額 1,460,027,621 円 

 建設費  1,178,260,547 円 

 建設改良費 110,448,620 円 

 企業債償還金 167,719,839 円 

 返還金 3,598,615 円 


